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次に、おもりＡ、台はかり、図3と同じ輪軸と動滑車、および容器Ｅ，Ｆ，Ｇを用い
て、図4のような装置をつくりました。容器Ｅ，Ｆ，Ｇの重さはすべて 40g で、内側
の底面積が 15cm2 です。また、容器Ｅ，Ｆについては、内側の底面から 2cmの高さ
に穴が開けられています。図4の状態でおもりＡは台はかりから浮き上がりませんで
した。
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（8）　おもりＡが台はかりから浮き始めるまでの間について、入れた水の重さと台は
かりが示す重さの間の関係をグラフにするとどのようになりますか。もっとも適当
なものを次のア～シから一つ選び、記号で答えなさい。

図4の状態から、容器Ｅの中に水を少しずつ注ぎ込
こ

み、そのたびに台はかりが示す
重さを読むという作業をくり返しました。ただし、この間各容器はかたむかないもの
とし、容器Ｅの側面の穴から流れ出る水はすべて容器Ｆに、容器Ｆの側面の穴から
流れ出る水はすべて容器Ｇに流れ落ちるものとします。また、水 1cm3 は 1g であると
します。
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［考えたこと］
実験1の結果から、炭酸水素ナトリウムは熱により反応し、気体Ｘを発生する。
しかし実験4のように、炭酸水素ナトリウムだけを 40℃の水に入れても気体Ｘ
は発生しない。このことから、市販の発泡入浴剤をお湯に入れて気体Ｘが発生
するのは、お湯の熱による反応ではないと考えられる。
また炭酸水素ナトリウムは、熱による反応以外にも実験2のように塩酸と反
応することで、気体Ｘを発生する。そして実験3より、市販の発泡入浴剤に含
まれているクエン酸は水に溶けることで あ 性を示す。
これらのことから、発泡入浴剤をお湯に入れると い が水に溶けることで
う が反応し、気体Ｘが発生すると考えられる。

（8）　20℃の水を入れた浴
よくそう

槽に発泡入浴剤を入れると、どのような結果になると予想
できますか。その結果としてもっとも適当なものを次のア～エから一つ選び、記
号で答えなさい。

ア　気体Ｘは発生せず、発泡入浴剤は溶けない。
イ　気体Ｘは発生しなかったが、発泡入浴剤は溶ける。
ウ　気体Ｘが発生したが、発泡入浴剤は溶けない。
エ　気体Ｘが発生し、発泡入浴剤は溶ける。
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（4）　空らん  　Ｐ　  ，  　Ｑ　  に入る語句の組み合わせとしてもっとも適当なもの
を次のア～エから一つ選び、記号で答えなさい。

盲  斑の  位置を調べる実験を行いました。なお、問題用紙を持ち上げずに実験を行っ
てもかまいません。

［実験1］
次の図2を用いた①～③の方法により、右目の盲斑の位置を調べることができ
る。

図2

①　左目を閉じ、右目で正面から●を見つめる。この時、右の方に★も見えて
いることを確かめる。
②　目を動かさないように気をつけながら、●を見つめたまま顔を紙面に近づ
けたり遠ざけたりする。
③　目と紙面がある距

きょり

離になった時、★が見えなくなる。

注意　つい目が動いてしまうと、③のようにならないことがある。

この実験から、次のように考えることができる。
右目の中心よりも右側にある★から来てレンズの中心を通った光は認識されな
かった。レンズの中心を通る光は  　Ｐ　  することと実験1の結果から、右目の
盲斑は目の中心よりも  　Ｑ　  側にあることがわかる。

 　Ｐ　   　Ｑ　  

ア 屈
くっせつ

折 耳

イ 屈折 鼻

ウ 直進 耳

エ 直進 鼻
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図2の地点Ａ～Ｄで、8月23日18時から8月24日2時までの1時間ごとに気圧と風向
の変化を調べました。

（8）　図2の地点Ａ～Ｄそれぞれに、台風の中心がもっとも近づいた時刻が一番早い
地点はどこですか。正しいものをＡ～Ｄから一つ選び、記号で答えなさい。また、
その地点の風向の変化として正しいものを次のア～エから一つ選び、記号で答
えなさい。なお、ア～エは地点Ａ～Ｄのいずれかの風向の変化を示しています。

ア

時刻（時）
18 19 20 21 22 23 0 1 2

イ

時刻（時）
18 19 20 21 22 23 0 1 2

ウ

時刻（時）
18 19 20 21 22 23 0 1 2

エ

時刻（時）
18 19 20 21 22 23 0 1 2
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